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琴
似
屯
田
歴
史
館
資
料
室

　

か
つ
て
琴
似
に
入
植
し
た
屯
田
兵
を
中
心
と
す
る

人
々
の
歴
史
を
伝
え
る
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
札
幌
郷

土
文
化
推
進
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る
、
平
成
７
年
に

設
置
さ
れ
た
資
料
室
で
す
。

　

開
拓
当
時
の
写
真
や
、
実
際
に
屯
田
兵
が
使
用
し

て
い
た
装
備
品
や
農
機
具
、
生
活
用
具
な
ど
の
多
彩

な
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

①
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
室
内
。

②
森
林
で
の
伐
採
作
業
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
た
道
具
類
。

③
屯
田
兵
の
軍
服
（
右
は
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
。

左
は
レ
プ
リ
カ
）。

④
か
つ
て
の
屯
田
兵
村
の
風
景
な
ど
の
写
真
も
展
示
。

当資料室には、農機具を手に大地を耕
していた入植者としての顔や、武器を
持って戦う兵士としての顔など、屯田
兵のさまざまな姿を伝える資料があり
ますので、どうぞご覧ください。
また、当資料室では屯田兵ゆかりの品々
を集めております。そのような物をお持
ちで、寄贈してもよいという方がいらっ
しゃいましたら、ぜひご連絡ください。

札幌郷土文化推進札幌郷土文化推進
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泉泉  武武
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義義
よしよし
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三み

戸と

部べ

記
念
館

　

屯
田
兵
と
し
て
入
植
し
た
三
戸
部
勘か

ん

吉き
ち

か
ら
数
え
て
３
代
目
の
故
三
戸
部
清せ

い

一い
ち

さ

ん
が
、
昭
和
49
年
に
私
財
を
投
じ
て
自
宅

敷
地
内
に
建
て
た
私
設
記
念
館
で
す
。
建

物
内
に
は
開
拓
時
代
か
ら
近
年
ま
で
使
用

さ
れ
て
い
た
農
機
具
や
生
活
用
具
な
ど
約

２
千
点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
４
代
目
の
三
戸
部
清き

よ

美み

さ
ん
が

同
記
念
館
を
守
り
、
地
元
の
小
学
生
ら
に

公
開
す
る
な
ど
歴
史
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

展示品の多くは、三戸部家で実際に使っ
ていた物や、近隣の方から好意で寄せ
ていただいた物です。普段の生活で使っ
ていた調理道具などの日用品も多く、
当時の生活ぶりがうかがえるのではな
いかと思います。
私有施設のため、雪が深く積もる時期
は休館としておりますが、雪が解けま
したらぜひ一度、足をお運びください。

三三
みみ

戸戸
とと

部部
べべ

  清清
きよきよ

美美
みみ

さんさん

①同館内部。主に左側には農機具、右側には日用①同館内部。主に左側には農機具、右側には日用
品などの生活用具が置かれている。品などの生活用具が置かれている。
②故清一さんが敷地内に建てた屯田兵移住の記念碑故清一さんが敷地内に建てた屯田兵移住の記念碑。
③さまざまな農機具が並んだ館内。③さまざまな農機具が並んだ館内。
④熱源に炭を使用していた昔のアイロン。④熱源に炭を使用していた昔のアイロン。

三戸部記念館三戸部記念館
管理者管理者

❹

❸ ❷

❶


